
　

こ
の
た
び
、
町
会
連
合
会
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
お
力
添
え
を
頂

き
な
が
ら
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

元
号
が
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」

へ
と
変
わ
り
、
気
持
ち
も
新
た
に

良
い
時
代
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
新
村
地
区
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
多
く
の

団
体
や
サ
ー
ク
ル
が
利
用
し
て
、

地
域
の
活
性
化
や
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。
ま
た
各
町
会
で
は
、
い

き
い
き
サ
ロ
ン
を
誕
生
さ
せ
て
居

場
所
作
り
や
会
話
を
楽
し
む
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
心
と
身

体
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
多
く

の
人
々
に
参
加

し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
時
代

の
進
展
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
課

題
を
一
つ
一
つ

対
策
を
練
り
な

が
ら
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
行

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
前
町
会
連
合
会
長山下

　
陽
一

　

町
会
長
の
皆
さ
ん
や
、
各
種

団
体
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
支
え
、

各
町
会
の
皆
さ
ん
の
温
か
な
ご

理
解
と
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝

致
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は

ご
助
言
等
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

あ
た
ら
し
の
郷
協
議
会
か
ら
発

信
さ
れ
て
い
る
災
害
時
の
対
応
と

し
て
、
町
会
長
に
よ
る
無
線
機
を

使
用
し
た
速
や
か
な
安
否
確
認
、

隣
組
に
よ
る
「
互
近
助
力
」
の
助

け
合
い
が
高
齢
化
時
代
に
は
大
切

な
こ
と
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
の

新
し
い
時
代
に
な
り
ま
す
が
、
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
「
こ
の
新
村

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
地
域
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

４
月
22
日
（
月
） 

25
名
で
碓
氷

峠
に
あ
る
廃
線
跡
を
使
っ
た
遊

歩
道
を
、
熊
ノ
平
か
ら
峠
の
湯

へ
向
か
い
歩
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
明
治
25
年
完
成
の
碓

氷
峠
の
シ
ン
ボ
ル
「
め
が
ね
橋
」

を
渡
り
穿
つ
ト
ン
ネ
ル
10
ケ
所

を
く
ぐ
り
、
芽
吹
き
始
め
た
峠

道
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
約

３
・５
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。

～
新
時
代
を
迎
え
て
～

　

５
月
１
日
よ
り
元
号
が
「
令

和
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
和
な
時
代
が
永
く
続
く

こ
と
を
信
じ
、
新
村
地
区
の

発
展
と
安
泰
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。　
　
（
編
集
委
員
長
）

　

公
民
館
で
の
会
議
の
前
に
公
民

館
職
員
か
ら
「
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ

る
映
像
と
一
緒
に
体
操
し
ま
し
ょ

う
！
」
と
の
こ
と
。
職
員
に
聞
く

と
「
４
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。
各

種
会
議
の
前
に
皆
さ
ん
に
や
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。」
と
言
う
。

　

昨
年
11
月
の
市
政
懇
談
会
で

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
健
康
増
進
の

た
め
に
各
地
区
に
配
備
し
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
実
現
し
た

の
だ
。

　

５
分
ほ
ど
の
体
操
は
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
が
、
体
は
温
か
く

な
り
、
他
の
出
席
者
も
画
面
を

見
な
が
ら
真
剣
そ
の
も
の
。
笑

い
な
が
ら
体
を
動
か
す
姿
も
見

ら
れ
る
。

　

会
議
前
の
適
度
な
運
動
が
心

や
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
活

発
な
意
見
交
換
に
つ
な
が
る
!!

こ
れ
が
新
村
ス
タ
イ
ル
!!

元
年
度
の
町
会
長
紹
介

【
町
会
長
】

上
新
東
　
新
村
　
　
毅

上
新
西
　
山
田
　
泰
雄
（
会
長
）

根
　
石
　
細
井
喜
四
郎

安
　
塚
　
腰
原
　
健
次

山
　
王
　
宮
下
　
謙
一
（
副
会
長
）

南
新
中
　
宮
﨑
　
和
男
（
監
事
）

南
新
東
　
大
久
保
隆
志

東
　
新
　
大
澤
　
信
雄
（
監
事
）

北
新
中
　
花
村
　
伸
一
（
会
計
）

北
新
南
　
柳
沢
　
千
治

北
新
西
　
西
牧
　
健
史
（
副
会
長
）

北
新
東
　
永
田
　
豊
彦

下
新
南
　
石
井
　
智
依

下
新
北
　
赤
沢
　
正
史

大
人
の
社
会
見
学
で
碓
氷
峠
へ

退
任
の
あ
い
さ
つ

常念坊もじっと見つめています

旧熊ノ平駅跡を元気よく歩きだす

館報編集委員会もやっています！！

町会連合会長
山田 泰雄

新
町
会
連
合
会
長

あ
い
さ
つ

会
議
の
前
に
健
康
増
進
！

こ
れ
が
新
村
ス
タ
イ
ル
⁉
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茶
房
み
す
ゞ
屋

【
運
営
委
員
】

　

運
営
委
員
長

	
山
田　

泰
雄

　

副
運
営
委
員
長

	

波
多
腰　

力

　

町
会
連
合
会
副
会
長

	

西
牧　

健
史

　

町
会
連
合
会
副
会
長

	

宮
下　

謙
一

　

町
内
公
民
館
長

　

上
新
東 	

波
場　

啓
一

　

上
新
西	

酒
井　

義
之

　

根　

石	

輿　
　

正
一

　

安　

塚	

武
田　
　

優

　

山　

王	

澤
田　

孝
則

　

南
新
中	

武
居　

英
俊

　

南
新
東	

波
多
腰　

力

　

東　

新	

田
中　

武
徳

　

北
新
中	

臼
井　

和
孝

　

北
新
南	

新
村　
　

徹

　

北
新
西	

長
岡　

正
員

　

北
新
東	

三
村　

章
博

　

下
新
南	

小
倉　

好
和

　

下
新
北	

和
田　

哲
雄

　

芝
沢
小
学
校
長

	

上
條　

昌
明

　

高
綱
中
学
校
長

	

矢
島　
　

勤

　

新
村
保
育
園
長

	

寺
島　

洋
子

　

児
童
セ
ン
タ
ー
館
長

	

白
田　

優
子

　

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

	

平
林　
　

学

　

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

	

河
内　

雅
之

　

保
育
園
保
護
者
会
長

	

津
田　

琴
美

　

体
育
協
会
会
長

	

山
田　

雄
一

　

館
報
編
集
委
員
長

	

川
合　

文
明

　

図
書
委
員
長

	

本
多　

典
子

　

視
聴
覚
委
員
長

	
花
村　
　

信

　

子
ど
も
会
育
成
会
長

	

山
田　

一
男

　

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
長

	

上
條
美
喜
子

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長

	

山
田　

久
子

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
村
会
長

	

門
松　

昭
雄

　

福
祉
ひ
ろ
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

	

輿　
　

博
美

	

宮
下　

幸
江

【
館
報
編
集
委
員
】

　

上
新
西	

関　
　

久
恵

　

下
新
南	

武
井　
　

剛

　

根　

石	

輿　
　

賢
次

　

東　

新	

平
原　

美
香

　

南
新
東	

乾　
　

文
子

　

北
新
南	

百
瀬　

文
秀

　

松
本
大
学	

須
藤　
　

駿

　
（
全
市
版
編
集
委
員
）

　

山　

王	

山
口　
　

茂

【
体
育
委
員
】

　
南
新
中	

青
木
　
秀
行

　
山
　
王	

高
橋
　
昌
記

　
南
新
東	

手
塚
　
修
二

　
上
新
西	

関
　
　
満
彦

【
図
書
委
員
】

　
山
　
王	

土
屋
ま
ゆ
み

　
山
　
王	

郷
津
亜
希
子

　
南
新
東	

波
多
腰
み
つ
子

　
東
　
新	

田
中
　
順
子

　
上
新
東	

北
林
喜
美
子

【
視
聴
覚
委
員
】

　

北
新
東	

浅
川　

安
治

　

上
新
西	

関　
　

徳
雄

　

安　

塚	

川
久
保
勝
義

　

北
新
西	

新
田　

諄
明

　

下
新
北	

北
原　

剛
弘

　

北
新
東	

原
田　
　

裕

【
も
の
ぐ
さ
大
学
理
事
】

　（
理
事
長
）

　
下
新
北	

山
下
　
陽
一

　
下
新
北	

川
合
　
文
明

　
南
新
東	

輿
　
　
勝
登

　
山
　
王	

上
條
　
貴
子

　
北
新
南	

入
膳
　
尊
子

　
安
　
塚	

川
久
保
孝
正

　
安
　
塚	

野
口
　
義
輝

　
根
　
石	

久
保
田
和
孝

　
山
　
王	

山
口
　
　
茂

【
新
村
公
民
館
職
員
】

　

館　

長	

関　
　

成
任

　
館
長
補
佐	

百
瀬　

秀
樹

　

主　

事	

太
田
正
太
郎

　

嘱　

託	

山
岸　

良
野

【
新
村
地
区
担
当
保
健
師
】

　

技　

師	

小
川　

彩
香

公
民
館
委
員

● 

人
　
事
　
往
　
来 

●

　

新
年
度
よ
り
新
村
地
区
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
に
配
属
に
な
り
ま

し
た
、
金
井
実
加
で
す
。
こ
れ
か

ら
地
区
の
こ
と
を
色
々
と
勉
強
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

松
本
大
学
と
の
交
流
拠
点
「
み

す
ゞ
屋
」
が
、
４
月
３
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
従
来
ど
お
り
毎

週
水
曜
日
は
「
う
ど
ん
」
等
を
提

供
。
更
に
交
流
を
深
め
よ
う
と
、

学
生
と
住
民
有
志
が
共
同
で
月
・

金
も
営
業
し
ま
す
。

　

除
幕
式
で
店
主
の
古
屋
美
佐
子

さ
ん
は
「
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
で
楽

し
い
憩
い
の
場
に
な
れ
ば
」
と
期

待
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
生
活
保
護
課
か
ら
の

異
動
で
新
村
公
民
館
勤
務
と
な
り

ま
し
た
太
田
正
太
郎
で
す
。

　

新
村
地
区
の
抱
え
る
課
題
の
解

決
に
向
け
、
住
民
の
方
々
と
密
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
頑
張
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
一
年
間
、
新
村
地

区
の
地
域
づ
く
り
活
動
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
地
区
の
こ

と
を
学
び
な
が
ら
、
精
一
杯
が
ん

ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

●
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

前
公
民
館
主
事
　
木
村
　
雅
徳

　

新
村
公
民
館
で
は
、
半
年
と
い

う
短
い
間
で
し
た
が
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
納
税
課
へ
異
動
と
な

り
ま
し
た
。
新
村
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新出張所主事
金井　実加

新公民館主事
太田　正太郎

地域づくり
インターン

北原　保奈美

営業時間　11：00～16：00頃
不定休

松
本
大
学

松
商
短
期
大
学
部

経
営
情
報
学
科

准
教
授
　
廣
瀨 

豊

い
う
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

病
気
や
怪
我
が
き
っ
か
け
で
入

院
す
る
と
、
お
金
や
仕
事
、
学
校
、

家
族
の
こ
と
な
ど
心
配
に
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
、
患
者
さ
ん
や

家
族
の
相
談
に
応
じ
る
仕
事
で
し

た
。
福
祉
や
介
護
制
度
を
上
手
に

活
用
す
る
よ
う
お
手
伝
い
す
る
こ

と
や
、
生
活
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
を
し
て
き
た
経
験
を
、
こ
の
短

期
大
学
で
学
生
に
教
え
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー

　

私
は
、
教
員
に
な
る
前
は
医
療
機

関
で
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

マ
に
し
た
授
業
で
は
、
高
齢
や
障

害
に
よ
り
身
体
が
不
自
由
に
な
っ

た
と
き
、
住
環
境
が
生
活
に
大
き

く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
今
か
ら

で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
考
え

る
き
っ
か
け
が
学
べ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
自
分
の
家
だ
け
で

は
な
く
、
職
場
や
お
店
の
環
境
を

利
用
し
や
す
い
環
境
に
改
善
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
こ
の
こ
と

を
学
ん
だ
学
生
が
社
会
で
活
躍
す

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

シリーズ

私たちの
先生
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